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写真提供／理事　坂本 正志

●会員数　男／324人　女／238人　合計／562人　（令和2年2月末日現在）

春のおとずれ（八潮北公園）

公益社
団法人

センターを私たちのもの
として考えます。

私たち会員は
共に仲良く働きます。

センターを私たちの力で
そだてます。

私たち会員は
お互いに助け合います。
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新
春
に
当
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
は
、日

頃
よ
り
シ
ル
バ
ー
事
業
の
運
営
に
温

か
い
ご
支
援
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、昭
和
58
年
に
高
齢

者
事
業
団
と
し
て
発
足
し
、公
益
社

団
法
人
に
移
行
し
て
か
ら
今
年
で
９

年
目
を
迎
え
ま
す
。会
員
の
皆
様
一人

一
人
に
支
え
ら
れ
、今
日
ま
で
発
展
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

近
年
、高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。高

齢
化
率
は
、少
子
化
の
影
響
も
あ
り

年
々
増
加
し
、28
％
を
超
え
て
お
り

ま
す
。ま
た
人
生
１
０
０
年
時
代
と

言
わ
れ
、日
本
人
の
平
均
寿
命
は
女

性
87・32
歳
、男
性
81・25
歳
で
、何
れ

も
過
去
最
高
を
更
新
し
て
お
り
ま

す
。会
員
の
皆
様
の
平
均
年
齢
は
74・

5
歳
で
、多
く
の
80
代
の
方
も
生
き

が
い
を
持
っ
て
元
気
に
働
い
て
お
り
ま

す
。特
に
、最
高
齢
と
し
て
90
歳
の
女

性
の
方
、86
歳
の
男
性
の
方
が
ご
活
躍

さ
れ
て
お
り
、私
た
ち
シ
ル
バ
ー
の
模

範
と
な
って
お
り
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
、セ
ン
タ
ー
で
は
い
つ
迄
も
生

涯
現
役
と
し
て
地
域
社
会
を
支
え
る

担
い
手
と
し
て
活
躍
し
続
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、会
員
の
皆
様
の
健
康

状
況
や
会
員
一
人
一
人
の
知
識
・
経
験

を
活
か
し
た
多
様
な
就
業
機
会
を
提

供
す
る「
拠
点
」と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
参
り
ま
し
た
。ま
た
セ
ン
タ
ー

で
は
、地
域
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
と
し
て

福
祉・家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
や
家
具・

自
転
車
の
再
生
業
務
、選
挙
の
期
日

前
投
票
の
補
助
業
務
な
ど
多
様
な
業

務
の
拡
大
に
努
め
て
お
り
ま
す
。こ
の

こ
と
か
ら
、今
や
会
員
の
皆
様
一人
一人

が
地
域
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
な
っ
て
お
り
、市
民
の
皆
様
、

市
役
所
、事
業
所
な
ど
地
域
社
会
か

ら
の
期
待
が
年
々
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、市
内
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く

の
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
存
在

し
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、セ
ン
タ
ー

で
は
会
員
拡
大
を
図
る
た
め
役
員
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
街
頭
で
の
チ
ラ

シ
配
布
や
公
共
施
設
へ
の
チ
ラ
シ
設

置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
、更
に
会
員
拡
大
や
就
業
開
拓

を
進
め
る
た
め
、セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。会

員
の
皆
さ
ん
に
も
見
や
す
く
、市
民
の

方
や
、事
業
所
の
方
に
は
シ
ル
バ
ー
事

業
を
分
か
り
易
く
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。今
後
、こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
、会
員
に
入
会
さ
れ
る
方
や
就
業

機
会
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
は
是
非
と

も
ご
高
覧
い
た
だ
き
、情
報
源
と
し
て

も
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
、会
員
の
皆
様
一
人
一
人
が

働
く
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
な

魅
力
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
、

ま
た
セ
ン
タ
ー
が
市
民
の
皆
様
か
ら

愛
さ
れ
、八
潮
市
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
と
な
る
よ
う
、役
員
、職
員
が

共
に
力
を
合
わ
せ
努
力
し
て
参
り
ま

す
。会
員
の
皆
様
に
は
、な
お一層
の
ご

支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、セ
ン
タ
ー
の
限
り
な
い
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、ご
多
幸

を
祈
念
し
、新
春
に
当
た
っ
て
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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嶋
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司
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新
春
に
当
た
っ
て

役
員
紹
介
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専
務
理
事

兼
事
務
局
長
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委員長　小野寺　曻

　令和元年11月22日に理事長、副理事長、専務理事が八潮市長、副市長をは
じめ、担当部署を訪ね、来年度のシルバー人材センターへの補助金等につい
ての要請活動を行いました。
シルバー人材センターの運営
に対して、国や市から補助を
受けています。センターの運
営状況や事業展開などを踏ま

え、今後も高齢者が地域社会の中で活躍できるよ
う、補助金や新規業務について特段の配慮をお願い
しました。

要請活動
について

　安全・適正就業推進委員会では、令和元年
７月24日に、植木・除草全体会議において就
業中、就業途上の事故についての注意喚起を
行いました。また、令和２年１月30日には就
業現場の巡視を行いました。今回は放置自転
車防止対策業務現場、駅前喫煙所清掃現場、
植木剪定就業現場の３ヵ所でした。放置自転

車防止では、酩酊者や若者等への対応の難しさ、駅前喫煙所では強い臭気の中での作業の大変さを痛
感しました。植木剪定現場では、全員安全用具を着用し作業していました。今後も屋外の就業には厳
しい日々が続くと思いますが、体調には十分気をつけてほしいと思いました。

安全・適正
就業推進
委 員 会

シルバー人材
センター最高
齢就業会員

　会員拡大部会は会員を増やすため、セン
ターの認知度向上等の活動をしています。
今年度は次の活動を行いました。
　①「広報やしお」、「シルバーやしお」に会
員募集記事を掲載②市内の公共施設に会
員募集チラシを配置依頼③八潮駅前商業
施設でセンターの紹介等の街頭宣伝④市

内で開催されたシニア健康体操でのセンターＰＲ活動及び会員募集
チラシの配布。皆様のお知り合いの中でシルバー人材センターに
興味のある方がいましたら、事務局まで是非ご紹介ください。

　　

会員拡大
部会の活動

　

　米原さんは、公園清掃とマンション
の清掃の２カ所を受け持っています。

　福嶋さんは、公園清掃２カ所を受け
持っています。

●米原  進さん　86歳●福嶋貞子さん　90歳

部会長　寺嶋　進勝

センターで就業している
会員の中で最高齢会員
である女性の方と男性の
方をご紹介します。

　「いつまで
も元気で仕事
を続けたいと
思います。」

　「体を動か
して仕事がで
きることはとて
も楽しいで
す。」

会員の
一言コメント

会員の
一言コメント
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令
和
２
年
２
月
７
日
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

自
転
車
安
全
運
転
講
習
に
参
加
し

ま
し
た
。
私
は
今
年
の
１
月
か
ら

体
育
施
設
を
自
転
車
で
巡
視
す
る

仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
、
自
転
車
に
乗
る
業
務
な
ら
講

習
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
、
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

若
い
頃
か
ら
自
転
車
レ
ー
ス
に

出
場
し
て
運
転
に
は
自
信
が
あ
り

ま
し
た
が
、
受
講
し
て
気
づ
く
こ

と
が
多
く
驚
き
ま
し

た
。

　

高
齢
者
の
自
転
車
事

故
の
増
加
、
交
通
マ

ナ
ー
違
反
行
為
な
ど
常

日
頃
か
ら
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
自
転
車
安

全
運
転
に
努
め
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
9
日
に
接
遇
講
習

に
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
３
月
八
潮

に
移
り
住
ん
だ
き
っ
か
け
に
人
と
の

出
会
い
が
あ
れ
ば
と
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
ま
し
た
。
今
回
の
受
講
の
中
で

印
象
的
だ
っ
た
の
は
平
成
以
降
、
昭

和
以
前
に
比
べ
「
お
互
い
様
」
だ
っ

た
も
の
が
今
で
は
「
し
て
も
ら
っ
て

当
た
り
前
」
と
言
う
感
覚
に
変
わ
っ

て
来
て
い
る
等
で
す
。

　

ま
た
喜
ん
で
戴
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
考
え
方
や
ク

レ
ー
ム
レ
ベ
ル
の
把
握

な
ど
、
非
常
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
挨
拶
や

声
掛
け
な
ど
に
活
か
そ

う
と
思
い
ま
す
。
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
話
を
聞

か
せ
て
戴
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。

自
転
車
安
全
運
転
講
習

自
転
車
安
全
運
転
講
習
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会
員
　
小
倉
　
　
勝

会
員
　
内
藤
　
博
子

止まれ

接

遇

講

習

接

遇

講

習
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私
は
昨
年
、
除
草
作
業
中
に
熱

中
症
に
な
り
、
そ
の
事
が
き
っ
か

け
で
今
回
の
熱
中
症
対
策
講
習
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
６
月
20
日
に
講
習
を

受
け
、
そ
の
中
で
八
潮
中
央
総
合

病
院
の
講
師
の
方
か
ら
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
世
代
の
私

達
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
詳
し

く
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
講
習
で
は

熱
中
症
は
命
に
係
わ
る

も
の
も
あ
り
、
私
が
熱

中
症
に
な
っ
た
と
き
も

運
が
良
か
っ
た
だ
け
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
仕
事
を
す
る

時
は
水
分
と
塩
分
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
こ
ま
め
に

取
り
、
夏
場
は
休
憩
を

挟
み
な
が
ら
作
業
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

熱
中
症
対
策
講
習

－5－

　

令
和
元
年
９
月
７
日
に
八
潮
市

立
八
潮
中
学
校
で
行
わ
れ
た
環
境

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
天
気
も
良
く
暑
い
中
、
大

勢
の
生
徒
の
皆
さ
ん
、
先
生
や
保

護
者
の
方
た
ち
と
、
私
を
含
め
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

で
学
校
敷
地
内
の
除
草

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
八
潮
中
学
校
の

環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
何
度
か
参
加
し

て
お
り
、
今
回
も
参
加

す
る
機
会
が
あ
り
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
会
員
は

南
門
の
近
く
と
校
庭
南

側
の
除
草
を
頼
ま
れ
、

私
は
刈
払
機
を
使
い
校

庭
端
を
、
他
の
会
員
は

南
門
周
辺
を
５
、
６
人

で
一
斉
に
草
を
取
り
、

と
て
も
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

会
員
　
池
田
　
勝
義

会
員
　
荻
野
　
　
博

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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　センターが提供した業務の
就業中や就業の行き帰りにお
いて事故等で「ケガ」をした
場合はすぐに申し出てくださ
い。
　会員本人の健康保険証を使って治療をしていただ
きます。治療がすべて完了してからの保険の請求手
続きとなりますが、まずは一報をお願いします。
　ただし、自動車やバイク等の運転中や、仕事に復
帰してからの通院は、原則対象外となります。

　現在、八潮市シルバー人材
センターが加入している団体
傷害保険では死亡または後遺
障害に対して３００万円が上
限額となっていたものが令和元年８月より上限額は
９００万円となりました。
（左欄「保険制度の紹介」参照）
　保険料は熱中症見舞金制度と合わせて就業した月
に２３０円ご負担いただいています。

保険制度の紹介
団 体 保 険

熱中症見舞金制度

　シルバー人材センターでは会員
の方が安心して働けるよう各種保
険制度に加入しています。

●団体保険
１．団体傷害保険
　就業途上または就業中にけがを
した場合、医療機関での治療が終
わった後に一定額の保険金を請求
できます。
（１）保険金
　①通院日数に対して１日あたり
3,000円。

　　但し、90日間が上限。
　②入院日数に対して1日あたり
5,000円。

　　但し、180日間が上限。
　③死亡または後遺障害に対して上
限900万円。

　以上の保険に加入しております。
（２）適用範囲
　就業中または就業途上でのけが
のため仕事を休み、治療のために入
院や通院をした日数に応じ保険が適
用となります。就業が可能になって
からの治療、自動車やバイクの運転
中のけがは、保険の適用外です。

2．団体賠償責任保険
　就業中に誤って他人の財物等を
壊してしまった場合、保険で賠償で
きる場合があります。

●熱中症見舞金制度
　就業途上または就業中に熱中症
にかかった場合に見舞金を請求でき
ます。
（１）通院加療　5,000円
（２）入院（1泊2日）
　　見舞金　3万円
（３）入院（2泊3日以上）
　　見舞金　5万円
（４）死亡見舞金　10万円

　詳しいことはシルバー人材セン
ター事務局までお問い合わせくだ
さい。☎048-995-5817

－6－

事故に
あってしまった
際の対応

事故に
あってしまった
際の対応

シルバー団体
傷害保険
について
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市
内
各
所
に
取
次
所
の
設
置

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
取
次
所

で
は
会
員
入
会
に
関
す
る
資
料

の
設
置
や
配
布
、
セ
ン
タ
ー
広

報
紙
の
配
布
、
そ
の
他
、
セ
ン

タ
ー
が
委
任
し
た
業
務
を
行
い

ま
す
。

●
会
員
は
引
き
受
け
た
仕
事
を
完
成
、ま

た
は
遂
行
し
、働
い
た
仕
事
の
内
容
に
応

じ
て「
配
分
金
」を
受
け
取
り
ま
す
。

●
会
員
は
、公
平
な
就
業
機
会
を
得
る
た

め
に
、通
常
ロ
ー
テ
ー
シ
ョン
に
よ
り
就
業

し
ま
す
。

●
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕
事
は
、雇

用
で
は
な
い
の
で
、労
災
保
険
等
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、シ
ル
バ

ー
団
体
傷
害
保
険
等
で
対
応
し
ま
す
。

●
仕
事
を
す
る
会
員
と
仕
事
を
依
頼
し
た

方
と
の
間
に
は
、雇
用
関
係
は
発
生
し
ま

せ
ん
。

●
会
員
は
臨
時
的
、短
期
的
に
働
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、交
代
で
就
業
し
ま

す
。

●
高
齢
者
の
安
全
に

配
慮
し
て
危
険
、有

害
な
仕
事
は
お
請

し
か
ね
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
会
員
の
皆
様
は
、原
則
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、派
遣
事
業
で
就
業
し
て
い
る
人

は
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。そ
の
場
合
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
電
話
で
会
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
聞
き

出
す
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
聞
き
出
す
よ
う
な

電
話
が
あ
っ
た
場
合
、
詐
欺
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

《
八
潮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
》

◆
対
象

　

●
八
潮
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

　

●
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
方

　

●
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

◆
入
会
説
明
会

入
会
希
望
の
方
は
、月
1
回
開
催
し
て
い
る

入
会
説
明
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、事
前
の
申
込
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
0
4
8
｜
9
9
5
｜
5
8
1
7

　
　

正
会
員
と
し
て
引
き
続
き
事

業
の
発
展
に
寄
与
し
た
方
に
対

し
、
セ
ン
タ
ー
会
員
の
模
範
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
セ
ン
タ
ー
の
正
会
員
と

し
て
、
16
年
以
上
引
き
続
き
在

籍
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
て

お
り
ま
す
。

●
消
費
税
に
つ
い
て

　

会
員
の
皆
様
が
就
業
し
た
際
、

受
け
取
る
配
分
金
は
賃
金
で
は

な
い
の
で
消
費
税
（
10
％
）
を

含
ん
で
い
ま
す
。
派
遣
就
労
の

方
は
賃
金
で
す
の
で
、
消
費
税

を
含
み
ま
せ
ん
。

●
会
員
登
録
情
報
変
更
に
つ
い
て

　

住
所
（
一
時
的
な
も
の
を
含

む
）
・
電
話
番
号
・
携
帯
電
話

番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
緊
急
連

絡
先
・
健
康
状
態
等
、
会
員
情

報
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
セ

ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

会
員
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
く
場
合
は…

仕
事
を
発
注
す
る
に
あ
た
っ
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

あ
な
た
も
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

取
次
所
の
設
置

－7－

事務局からのお知らせ

ゴ
ー
ル
ド
会
員
に
つ
い
て

ゴ
ー
ル
ド
会
員
に
つ
い
て
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会

員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
団
体
傷
害

保
険
や
熱
中
症
見
舞
金
制
度
に
加
入

し
、
就
業
会
員
は
掛
金
の
一
部
を
負
担

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
交
通
事
故
を
含
め
植
木
剪
定

中
の
転
落
、
就
業
中
の
転
倒
に
よ
る
骨

折
な
ど
、
５
件
の
保
険
対
象
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
熱
中
症
見
舞
金
の
対

象
も
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
就
業

中
、
就
業
途
上
の
交
通
事
故
防
止
と
就

業
中
の
安
全
対
策
に
は
万
全
を
期
し
た

い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
部
会
）

広報部会

役職 氏名

部会長

副部会長

部会員

部会員

小野寺　　曻

坂本　　正志

千葉　　賢一

鎌田　すみ子

－8－

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ

さ
っ
た
賛
助
会
員
の
方
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

医
療
法
人
社
団
大
志
会

　
今
井
歯
科
　
様

本
院
八
潮
市
大
瀬
1‐1‐3

　
　

フ
レ
ス
ポ
八
潮
２
階

分
院
八
潮
市
大
瀬
1‐2‐1

　

セ
ン
タ
ー
で
は
「
表
彰
規

程
」
に
基
づ
き
、
長
年
に
わ
た

り
就
業
し
た
43
名
の
会
員
の
方

を
表
彰
し
ま
し
た
。
今
後
も
会

員
の
皆
様
の
模
範
と
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

室
橋
い
み
子
、
須
江
よ
り
子
、

野
崎　

武
司
、
森
本 

倶
正
、

遠
藤　

文
子
、
宍
倉　

茂
、
星

野　

進
、
冨
永　

宏
美
、
松
本

恒
平
、
久
住　

詔
一
、
布
田　

嘉
吉
、
大
向　

未
造
、
竹
田
三

枝
子
、
石
井
小
夜
子
、
松
谷
圀

弘
、
大
野　

ミ
ヨ
、
竹
村　

勉
、
河
島
か
ず
子
、
横
溝
善
三

郎
、
高
木　

計
司
、
石
橋　

一

二
、
大
石　

み
よ
、
新
井　

幸

子
、
山
崎
ミ
ス
エ
、
和
田
ミ
ツ

子
、
田
中　

正
巳
、
風
間　

武

夫
、
飯
塚　

進
、
鈴
木　

紀

子
、
小
泉　

キ
ミ
、
佐
々
木
勝

子
、
狩
野　

光
雄
、
渡
邉 

弘

信
、
石
井　

照
弥
、
吉
江　

晃
、
上
野　

康
正
、
喜
多　

幸

子
、
太
田　

肇
、
藤
田　

恵

子
、
髙
橋　

克
弘
、
平
山
清
、

大
山　

秀
夫
、
岩
橋　

政
子　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

植
木
の
手
入
れ
、
除
草
、
毛

筆
あ
て
名
書
き
及
び
ふ
す
ま
障

子
張
り
の
仕
事
を
し
た
い
方
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
事

務
局
ま
で
お

電
話
く
だ
さ

い
。 
 

賛
助
会
員
の
紹
介

会
員
表
彰

就
業
会
員
の
募
集


